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広 報 
村の人口　6,830人（－15） 

　 男　 　3,309人（－５） 

　 女 　　3,521人（－10） 

　世帯数 　2,054戸（＋２） 

（平成18年７月１日現在） 2006 第254号 
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　　　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

自
立
し
た
喬
木
村
を
目
指
し

自
立
し
た
喬
木
村
を
目
指
し

進
む
住
民
参
加
に
よ
る

　
　

協
働
の
村
づ
く
り

　

今
年
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
第
四
次
喬
木
村
総
合
振
興
計
画
の

基
本
理
念
に
据
え
た
「
住
民
が
主
役
の
む
ら
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

住
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
取
組
を
紹
介
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
動

発
展
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

7月9日、140名が参加した運動公園環境整備

○
運
動
公
園
環
境
整
備

　

運
動
公
園
は
、
夜
間
ソ
フ
ト
、

ヤ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
始
め
と
す
る
多

く
の
団
体
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
に
お
い
て
グ
ラ
ン
ド
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
初

め
て
喬
木
村
体
育
協
会
参
加
の
利

用
団
体
に
呼
び
か
け
を
行
い
、
七

月
九
日
日
曜
日
に
運
動
公
園
周
辺

の
一
斉
環
境
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
体
育
協
会
参
加
の
六
団

体
・
一
一
〇
名
に
加
え
、
中
学
校

野
球
部
の
生
徒
さ
ん
も
交
え
総
勢

一
四
〇
名
で
、
午
前
八
時
か
ら
二

時
間
の
草
刈
り
・
ご
み
拾
い
作
業

を
行
い
、
運
動
公
園
周
辺
は
見
違

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

○
地
域
資
源
の
再
評
価

　

昨
年
度
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
を
利

用
し
、
瀬
戸
の
滝
周
辺
の
整
備
が

村
づ
く
り
塾
や
阿
島
・
加
々
須
区

の
協
働
事
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
度
も
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

矢
筈
の
過
誤
除
け
の
滝
周
辺
整
備

や
大
島
の
菊
目
石
出
現
箇
所
周
辺

整
備
な
ど
が
地
元
地
区
の
提
案
と

し
て
事
業
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
活
性
化
を
目
指
す
取
組
で
、
そ

の
一
部
を
村
や
県
が
支
援
す
る
中

で
、
地
域
自
治
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

○
椋
記
念
館
・
図
書
館
の
活
動

　

椋
記
念
館
で
は
、
限
ら
れ
た
職

員
体
制
の
中
で
多
く
の
ソ
フ
ト
事

業
展
開
を
図
り
、
利
用
者
の
方
に

愛
さ
れ
る
施
設
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
椋
文
学
顕
彰
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
公
園
の
草
刈
り
、「
絵
本

の
会
」
や
「
お
は
な
し
の
へ
や
」

等
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

○
村
づ
く
り
塾
の
活
動

　

地
域
興
し
や
行
政
財
産
の
利
活

用
な
ど
の
提
案
を
多
く
の
村
づ
く

り
塾
か
ら
い
た
だ
き
、
そ
の
中
か

ら
村
で
対
応
し
よ
う
と
予
算
化
す

る
事
業
や
、
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
に

申
請
す
る
事
業
な
ど
が
数
多
く
出

て
き
て
お
り
、
住
民
提
案
に
よ
る

村
づ
く
り
の
一
つ
の
流
れ
が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
住
民
参

加
の
方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。 

（
む
ら
づ
く
り
推
進
室
）

椋文学顕彰会の公園草刈作業
（ふるさとの会）　　　　　　
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国
民
健
康
保
険
の
税
率
改
正
の
お
知
ら
せ

医
療
分
の
税
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た

介
護
分
は
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す

　

先
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、

平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
が
決
定
し
ま
し
た
。
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
医
療
分
で
引

き
下
げ
、
介
護
分
で
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
療
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う
た

め
、
昨
年
度
税
を
増
額
い
た
し
ま

し
た
が
、
医
療
費
の
伸
び
率
が
低

く
抑
え
ら
れ
た
た
め
引
き
下
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護
分
に
つ

き
ま
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加

に
よ
り
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
介
護

納
付
金
が
上
昇
し
た
た
め
税
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

【医療分】

１８年度１７年度年度
区分

7.13％7.91％所 得 割

33.14％44.0％資 産 割

24,000円25,500円均 等 割

22,200円22,700円平 等 割

喬木村役場職員の勤務時間
を一部変更しました。

�

�

�

�

【介護分】

１８年度１７年度年度
区分

1.93％1.48％　所 得 割

14.02％13.50％　資 産 割

11,500円9,200円　均 等 割

6,600円5,400円　平 等 割

�

�

�

�

　国家公務員の勤務時間の見直しに合わせ、

役場職員の勤務時間が15分延長され、７

月１日より次のように変更となりました。

●役場庁舎内

　　　午前８時３０分～１２時

　　　午後１時～５時３０分

　役場の窓口もそれぞれも午後５時30ま

で行います。

　今までどおり、昼休みも住民票、戸籍、

印鑑証明書の発行と収税を行います。
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八
月
六
日（
日
）は

長
野
県
知
事
選
挙
の
投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

投
票
日
で
す

告
示
日　

平
成
十
八
年
七
月
二
十
日（
木
）

執
行
日　

平
成
十
八
年
八
月
六
日（
日
） 

《
投
票
時
間　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時
ま
で
》

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
長
野
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
公
報
や

演
説
な
ど
を
通
じ
て
候
補
者
を
よ
く
知
り
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
大
切
な

一
票
を
活
か
し
て
下
さ
い
。

★
投
票
が
で
き
る
の
は

・
昭
和
六
十
一
年
八
月
七
日
以
前
に
出
生
の
方

・
平
成
十
八
年
四
月
十
九
日
以
前
か
ら
喬
木
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

方
＊
平
成
十
八
年
七
月
一
日
以
降
に
村
内
で
転
居
の
届
出
を
し
た
方
は
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る

投
票
所
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
出
掛
け
下
さ
い
。

★
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

・
当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
七
月
二
十
一
日（
金
）〜
八
月
五
日（
土
）

ま
で
行
わ
れ
る
期
日
前
投
票
を
し
て
下
さ
い
。
喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時
の
間
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

・
不
在
者
投
票
の
指
定
施
設
に
入
院（
入
所
）さ
れ
て
い
る
方
は
そ
の
施
設

に
お
い
て
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
も
期
日
前
投

票
と
同
じ
く
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

★
郵
便
投
票
と
は

・
重
度
の
身
体
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、
在
宅
で
郵
便
投
票
に
よ
る
投
票

が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
障
害
の
内
容
に
よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
喬
木
村
選
挙
管
理
委
員
会　

電
話　

－

３
８
０
０（
直
通
）へ

３３

お
尋
ね
下
さ
い
。

　

先
日
お
こ
わ
な
れ
た
く

り
ん
草
ま
つ
り
で
は
、
く

り
ん
草
が
村
花
に
制
定
さ

れ
て
十
年
周
年
を
記
念
し
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
村
内
外
か

ら
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
、

七
月
三
日
に
愛
好
会
及
び

村
関
係
者
で
審
査
が
行
わ

れ
、
ど
れ
も
力
作
揃
い
で

大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、

以
下
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
九
十

九
谷
に
咲
く
九
輪
草
が
見

事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

最優秀賞「九十九谷の春」　菅沼　春彦（飯田市）

優秀賞「満開に咲き誇るくりん草とシャクナゲ」　塩澤　政人（飯田市） 優秀賞「空をあおいで」　島井　千代（飯田市）
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�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�

に
ご
協
力
を

　

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
達
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
に
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　

運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
・

非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助
の
た

め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を

求
め
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
犯
罪
や
非
行
に
対
す
る
不
安

感
が
社
会
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
国
や
村
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
方
々
ご
自
身
の
、
地
域
に
対
す

る
思
い
と
積
極
的
な
参
加
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
、
地
域
を
明
る

く
す
る
た
め
に
出
来
る
こ
と
か
ら

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

し
ま
す
。

主
な
活
動

・
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
に
よ
る
呼
び

か
け

・
愛
の
声
か
け
運
動

　
（
子
供
達
へ
の
あ
い
さ
つ
、
ほ

め
る
、
叱
る
、
認
め
る
、
注
意

す
る
等
誰
も
が
自
然
と
声
か
け

で
き
る
環
境
の
実
現
）

・
登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
々

社会を明るくする運動の一環として
“青少年悩み事相談”が開設されます。

　勉強のこと、家のこと、友達のこと、学校のこと、

身体のこと、進路のこと等どんな悩み事でも気軽に

相談をお受けします。小中学生又は、高校生の皆さ

ん、なにか悩んだり困っていることがありましたら、

気軽に相談してください。

・期　　間：　７月２６日（水）～２８日（金）
・時　　間：　午前１０時～午後８時まで
・電話相談：　０２６５－５３－０４１２
　　　　　　　（下伊那地方事務所地域福祉チーム）

・面接相談：　飯田市大手町２－６７８
　　　　　　　飯田合同庁舎３階

　　　　　　　下伊那地方事務所地域福祉チーム

※専門の相談員が対応します。秘密は堅く守られま

すので、お気軽にご相談下さい。

　

第
十
九
回
を
迎
え
る
た
か
ぎ
ふ

る
さ
と
祭
り
が
今
年
も
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
。
村
に
住
む
人
、
帰
っ

て
く
る
人
の
「
ふ
る
さ
と
喬
木
村
」

へ
の
愛
着
が
深
ま
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
、
出
店
が
み
な
さ
ん
を
お
迎

え
し
ま
す
。
真
夏
の
夜
空
を
彩
る

尺
玉
の
花
火
を
家
族
み
な
さ
ん
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期　

日　

８
月　

日（
火
）

１５

場　

所　

飯
田
養
護
学
校
周
辺

内　

容

�
３
時　

分
〜　

バ
ン
ド
演
奏
、

００

い
ち
ご
キ
ッ
ズ
、
エ
ア
ロ
キ
ッ

ズ
�
４
時　

分
〜　

地
域
戦
隊
カ
ッ

１５

セ
イ
カ
マ
ン
シ
ョ
ー

�
４
時　

分
〜　

第
一
小
金
管
バ

５０

ン
ド
、
中
学
校
吹
奏
楽
部

�
５
時　

分
〜　

開
会
式

１５

�
５
時　

分
〜　

中
学
校
吹
奏
楽

２０

部
、
喬
木
吹
奏
楽
団

�
５
時　

分
〜　

あ
じ
ま
っ
鼓
太

５０

鼓
、
銀
嶺
太
鼓

�
６
時　

分
〜　

御
諏
訪
太
鼓

２０

�
７
時　

分
〜　

盆
踊
り

２５

煙　

火

�
７
時　

分
〜　

宵
打
ち

００

�
７
時　

分
〜　

夜
打
ち

３０

※
当
日
は
会
場
周
辺
が
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
の
通
行
、
指
定
さ
れ
た

場
所
へ
の
駐
車
を
お
願
い
し
ま

す
。

た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

矢
筈
公
園
夏
祭
り

期　

日　

８
月
５
日（
土
）

場　

所　

矢
筈
公
園
内

内　

容

�
３
時　

分
〜　

フ
ナ
・
や
ま
め

３０

つ
か
み
取
り
大
会
（
無
料
）

�
５
時　

分
〜　

カ
ラ
オ
ケ
大
会

３０

�
８
時　

分
〜　

水
中
煙
火
大
会

００

打
ち
上
げ
・
水
中
・
ス
タ
ー
マ

イ
ン
・
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
先

　

矢
筈
観
光
組
合

　

代
表　

多
田
憲
幸

　

�
0
2
6
5－

　

－

2
6
9
5

33

　

（
自
宅
）

大
島
親
水
公
園
夏
祭
り

期　

日　

８
月　

日（
水
）

１６

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

場　

所　

大
島
能
登
沢
ダ
ム
公
園

内　

容　

ま
す
・
金
魚
の
つ
か
み

取
り
、
ス
イ
カ
割
り
、
綿
あ
め

　

※
入
場
無
料
、
小
雨
決
行

問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
振
興
室

　

�　

－

５
１
２
７

３３

喬木の喬木の　　
夏祭り　　夏祭り
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優
勝　

南
班
Ａ
！

準
優
勝　
　

町
郭
班

　

消
防
技
術
の
早
さ
と
正
確
さ
を

競
い
合
う
喬
木
村
消
防
ポ
ン
プ
操

法
技
術
大
会
が
、
六
月
二
十
五
日

（
日
）
喬
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
予
報
で
し
た
が
、

薄
曇
り
の
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

昨
年
よ
り
一
チ
ー
ム
少
な
い
十
七

チ
ー
ム
が
気
合
い
の
入
っ
た
小
型

ポ
ン
フ
操
法
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

操
作
始
め
の
合
図
か
ら
目
標
に

実
際
に
放
水
す
る
ま
で
わ
ず
か
四

十
五
秒
、
全
て
操
作
も
四
分
以
内

の
間
に
訓
練
の
成
果
を
全
て
出
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
優
勝
、

準
優
勝
の
チ
ー
ム
は
、
ラ
ッ
パ
班

と
と
も
に
、
七
月
十
六
日
（
日
）

に
根
羽
村
で
開
催
さ
れ
た
飯
伊
消

防
技
術
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

団
員
が
年
々
減
少
す
る
な
か
、

限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
の
効
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て

い
る
喬
木
村
の
消
防
団
員
の
み
な

さ
ん
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
感

じ
ら
れ
る
非
常
に
良
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

優　

勝

　

南
班
Ａ（
第
一
分
団
）

準
優
勝

　

町
郭
班（
第
一
分
団
）

第
３
位

　

南
班
Ｃ（
第
一
分
団
）

第
４
位

　

帰
牛
原
班（
第
一
分
団
）

第
５
位

　

加
々
須
班（
第
一
分
団
）

◆
最
優
秀
操
作
員

指
揮
者  
宮
島
一
樹（
南
班
A
）

１
番
員  
仲
田
俊
司（
南
班
A
）

　
　
　
  
市
瀬　

健（
町
郭
班
）

　
　
　
  
大
平
雄
介（
帰
牛
原
班
）

２
番
員  
中
島
和
洋（
南
班
A
）

３
番
員  
仲
田
圭
二
郎（
南
班
A
）

　
　
　
  
内
山
丞
治（
帰
牛
原
班
）

　
　
　
  
原　

友
道（
加
々
須
班
）

　
　
　
  
奥
村　

仁（
上
平
班
）

　
　
　
  
松
澤
洋
一（
寺
之
前
班
）

　
　
　
  
熊
崎
友
和（
南
班
Ｂ
）

※
個
人
の
審
査
で
最
も
減
点
の

　

少
な
い
人

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

消
防
ポ
ン
プ
操
法技術

大
会

～夏の交通安全やまびこ運動が実施されます～
　平成１８年7月２５日(火)～３１日(月)

ススススススススススススススススロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーガガガガガガガガガガガガガガガガンンンンンンンンンンンンンンンンスローガン
　
運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動のののののののののののののののの重重重重重重重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点点点点点点点運動の重点

信濃路は　ルールとマナーの　走るみち。

○ 高齢者の交通事故防止
○ シートベルト・チャイルドシート着用の徹底
○ 飲酒・夜間の交通事故防止

高齢者の交通事故防止
　高齢者が関わる交通事故件数は10年前の約1.4倍！
　高齢死者は、全死者の約5割!!と高い割合を占めています。（平成17年交通統計から）
高齢歩行者の多くは自宅近くで交通事故に遭っています
☆自宅近くの危険箇所を家族と一緒に点検しましょう。
☆道路の横断は、信号機や横断歩道を利用し、車が来ていないか十分安全確認をしましょう。
☆運転者の皆さんは、高齢者を見かけたら「思いやり」の心を持って運転しましょう。

高齢ドライバーの事故が増加しています
☆信号機や一時停止標識の見落としによる事故が発生しています。
☆交差点では、徐行や一時停止と十分な安全確認をしましょう
☆身体能力の低下を正しく認識し、安全運転を心がけましょう。

シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底
　シートベルト非着用者の致死率は、着用者の致死率の12倍以上!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年交通統計から）
シートベルトをしめれば気持ちがしまります
☆着用することで正しい運転姿勢を保ち、疲労軽減の役割を果たします。
☆ 運転者も同乗者（後部席）もシートベルトを着用しましょう。

チャイルドシート着用は大人の責任です!!　
　～ なぜチャイルドシートが必要なの？ ～
☆交通事故に遭ったとき、だっこでは子どもを支えられません！
　車外へ飛び出したり、座席から転落してしまいます！
☆体の小さな子どもは、シートベルト着用はまだ無理です！

交通安全
だより

シートベルトは正しく着用しましょうシートベルトは正しく着用しましょう
誤った使用はベルトの着用効果がありません!!誤った使用はベルトの着用効果がありません!!
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広報たかぎ 

　

「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費

用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

飯
田
検
察
審
査
会
事
務
局

（
長
野
地
方
裁
判
所
飯
田
支
部
内
）

　

電
話　

０
２
６
５－

　

－

０
０
０
３

２２

　

喬
木
村
役
場
に
平
成
十
九
年
四

月
よ
り
お
勤
め
い
た
だ
く
正
規
職

員
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
は
、
役
場
総
務
課
窓
口
へ

�
職　

種　

一
般
事
務

　
　
　
　
　

管
理
栄
養
士

�
勤
務
場
所　

喬
木
村
役
場　

�
募
集
人
員　

若
干
名

�
年
齢
用
件

一
般
事
務　

昭
和
五
二
年
四
月
二

日
〜
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で

の
生
ま
れ

管
理
栄
養
士　

昭
和
四
二
年
四
月

二
日
〜
昭
和
六
〇
年
四
月
一
日

ま
で
の
生
ま
れ

�
性　

別　

男
女
を
問
わ
な
い

�
給　

料　
　

学
歴
に
よ
り

　

一
三
八
、四
〇
〇
〜

一
七
〇
、二
〇
〇
円

�
応
募
要
領　

総
務
課　

庶
務
係

　

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い

　

書
類
受
付
期
間

　

八
月
七
日（
月
）〜
十
八
日（
金
）

�
採
用
試
験

　

�
筆
記
試
験　

　
　

九
月
十
七
日
（
日
）

　

�
面
接
試
験

　
　

別
途
通
知
し
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
で

長
野
県
警
察
本
部
長

連
名
表
彰
等
が

行
わ
れ
ま
し
た

察
本
部
長
・
長
野
県
交
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰

◎
交
通
功
労
者

上
平　

宮
下　

明
子
さ
ん

北　
　

三
石　

加
代
子
さ
ん

両
平　

下
平　

栄
子
さ
ん

飯
田
警
察
署
長
・
飯
伊
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰

◎
交
通
功
労
者

伊
久
間　

増
田　

隆
さ
ん　

両
平　
　

白
子　

喜
徳
さ
ん

寺
之
前　

原　
　

重
晴
さ
ん

加
々
須　

村
山　

進
さ
ん

◎
優
良
運
転
者

大
島　

内
山　

忠
雄
さ
ん

阿
島　

仲
田　

博
彦
さ
ん

　

五
月
二
十
二
日
、
交
通
安
全
運

動
の
活
動
や
優
良
な
運
転
実
績
が

認
め
ら
れ
、
交
通
功
労
者
と
優
良

運
転
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

喬
木
村
か

ら
は
、次
の

方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し

た
。

長
野
県
警

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成　

年
四
月
採
用

１９

喬
木
村
正
規
職
員
募
集

　

電
気
設
備
の
安
全
点
検
を
し
て

電
気
は
正
し
く
安
全
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

電
気
の
ご
相
談
は

�
中
部
電
気
保
安
協
会
飯
田
事
業
所

　

電
話　

０
２
６
５－

　

－

３
４
５
２

２３

ご
存
じ
で
す
か
？

「
検
察
審
査
会
」

8
月
は
「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
で
す
！

こんなこと
していませんか？ ぽ

け
っ
と

「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

平
成　

年
度
調
理
師
試
験

１８

準
備
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

○
日
時　

八
月
二
〇
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
一
時
か
ら

○
場
所　

伊
久
間
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

「
ぽ
け
っ
と
」

○
内
容　

午
後
一
時
一
〇
分
か
ら

飯
田
市
立
病
院
神
経
内
科

柳
川
宗
平
先
生
の
お
話
を
聞
く
会

　

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

　

午
後
二
時
三
〇
分
か
ら

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
大
正
琴
、
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、

舞
踊　

そ
の
他

※
出
店
も
あ
り
ま
す

○
日
時　

平
成
十
八
年
八
月
二
十

二
日（
火
）〜
二
十
三
日（
木
）

○
会
場　

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
５－

　

－

７
４
９
４

２２

　

飯
田
市
東
栄
町
（
旧
飯
田
市
立

病
院
跡
）

○
受
講
料　

二
三
、一
〇
〇
円
（
内

消
費
税
額
一
、一
〇
〇
）

　

講
習
会
・
テ
キ
ス
ト
・
模
擬
試

験
・
問
題
集
他

　

昼
食
希
望
の
方
は
日
数
×
六
〇

〇
円
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

○
申
し
込
み
方
法

　

試
験
願
書
受
付
時
受
講
料
を
添

え
て
（
飯
田
合
同
庁
舎
五
〇
二
・

五
〇
三
号
会
議
室
）
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

○
そ
の
他　

試
験
願
書
事
前
に
飯

田
市
保
健
所
「
食
の
安
全
・
生

活
衛
生
チ
ー
ム
」
で
お
受
け
取

り
下
さ
い
。


